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3行で
解説

産総研のバイオものづくり研究
サーキュラー・バイオエコノミーの実現に向けた研究開発

生物資源高度利用

微生物や植物を利用したバイオものづくりに資する技術開発
バイオプロセスの活用による製造技術の環境負荷低減
微生物細胞の機能を活かしたサーキュラー・バイオエコノミー開発

産総研ミッション

イチオシ研究！

クロステクノロジー

微生物を基盤としたバイオものづくりを推進

バイオものづくりのための微生物資源探索

微生物資源の探索から有用物質生産まで
ドロップレット技術を用いた微生物探索プラットフォームの開発

新しいゲノム編集ツール・技術の開発と植物への利用

P450ライブラリを用いた新規有用化合物の創製

ミドリムシ由来多糖を原料とする新たな材料の開発

シングルセルリアクター 生物変換誘導

未培養菌も探索対象

～
1%

未利用微生物資源
(培養可能 僅か1％) バイオ産業革新

生理活性付与ラマン分光ゲノム解析

P450

蛍光検出

培養技術と環境ゲノム解析技術を駆
使し、多様な環境に棲息する未知・未
培養微生物をバイオリソースとして
開拓して利活用する研究を推進して
います。

バイオものづくり研究センター

環境ゲノム情報解析技術
環境ゲノム情報を活用した未知
微生物の多様性と新生物機能の
解明

未知微生物培養技術
培養の困難な未知・未培養
微生物を可培養化する技術
の開発

独自のバイオリソース構築
新門細菌等の新規微生物を獲得

多様で新規な独自の
微生物ライブラリー

玉木 秀幸

•

•

微生物の数や活性に応じた高
速スクリーニングが可能にな
り、バイオものづくりを目指
す企業などでの微生物探索並
びに育種の効率化に関する研
究開発に広く波及し、バイオ
エコノミーに貢献。

モレキュラーバイオシステム研究部門  佐々木 章、森田 雅宗

シンプルな構成でゲ
ノム編集を実施でき、
かつ、特徴的な配列
「5’-NNACG-3’」
を認識する
「AalCas9」を新
たに技術化・知財化。

バイオものづくり研究センター 中村 彰良、菅野 茂夫

開発したゲノム編集ツール 既存のゲノム編集ツール

1,000遺伝子以
上を誇るライブ
ラリから、目的
の水酸化反応を
有するP450酵
素を簡単にスク
リーニング可能。

バイオものづくり研究センター 北川 航

LC-MS等
で分析

ライブラリ
の植菌

培養,
基質と
の反応

多数のP450
遺伝子をク
ローン化

放線菌宿主
に導入

スクリーニング実施 新規
P450の
発見

有用
化合物
生産等
に利用

ライブラリ構築(済)

環境負荷の低い
化成品原料とし
て、ミドリムシ
が産生する多糖、
パラミロンを活
用し、多種多様
な材料を開発・
応用。

シンプルな構成でゲ
ノム編集を実施でき、
かつ、特徴的な配列
「5’-NNACG-3’」
を認識する
「AalCas9」を新
たに技術化・知財化。

パラミロン

化学

処理

ミドリムシ

抽出

プラスチック

化学繊維

ビーズ

ナノファイバー

モレキュラーバイオシステム研究部門 芝上 基成、氷見山 幹基、秋山 健太郎

バイオものづくり


